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直
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擧
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彼
れ
の
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開
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書
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る
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實
に
彼
の
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刻
な
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賃
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止
す
る
方
法
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つ
て
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實
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方
法
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あ
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者
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を
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れ
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す
る
ヾ

」

い
ふ
こ
マ
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、勞
働
者
生
產
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鈕
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を
意
味
し
て
届
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產
鈕
合
の
組
織
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融
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下
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友

乂
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ド

ベ

A

ト
ス
に
面
畲
し
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し
て
、同
氏
が
非
常
に
氣
に
入
つ
た
，こ

マ」

を
#

4:
げ 

た
い

」

ざ
言
つ
て

M

る
。

此
時

.ニ
人
は
期
せ
す
じ
て
、貴
下
の
事
は

共
通

0

一
 

友
人
か

、ら
聽
い
て 

ょ
k

承

知

致

し

て

棒

る

，

-i
'
い：

ふ
同
ル
言
葉
を
以
，て
挨
拶
し
だ

0

で
、思
は

.ず
大
に
笑
つ
た

S
齊 

し
て

&

る

こ

れ

ょ

9

先

き

11
ォ

ド

ベ
ル
ト
ス
が
公
に
し
た

く，

目
宛
て
第
三
公

_
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二

八

五

一

年)

は
ラ
ッ
サ
；
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'

ル

^

熟

.讚
反
覆
.三
度
に
及
ん

^
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」
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：
.

る
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一
A -

は
舉

ぐ

其
初 

對
而
の
，
.日
.に
於
て
經
濟
學
を
談
じ
た
。：

「

社
交
上
の
强
制
が
な
か
つ
た
な

&

ば
、吾
々
は
ー
晚
啦 

:經
濟
學
の
み
を
饒

®

し

た

I
dで
あ
ら
ぅ

」

マ

」

同
じ

ぐ

ラ，ツ

.
^
'ア

,
は
報
じ
で
な
る

(3. 

p 

P
 

路
5)

。

こ
れ
は
ラ
.ッ
ナ

K

ダ
が
三
十
四
、ロ
ォ
ド
く

'へ
^
卜
ス
が
五
十
四

0'
'
_
.の
事

.で
あ
つ
た
。
 

ラ
.
.ッ
ず
ァ
，
が
後
に
勞
働
者
に
細
つ
て
、©
趣
最
大
の
經
濟
學
者
ヾ

」

し
て
ロ
ォ

.
ド
べ
ル
ト
ス

0, 

名
を
紹
介
し
た
の
は
、或
は
多
少
の
諮
張
を
交
な
へ
た
ヾ

」

し
て
も
•前
者
が
犬
に
後
者
の
學
殖
識 

見
を
敬
；重
し
で
ゐ
た

.
こ

V
J

は
.、疑
の
な
い
辦
實
で
あ
る
。

ロ
ォ
、ド
ベ
ル
ト
ス
の
眷
て
普
得
西
國 

民
*

會
に
於
け
る

左

製

中
央

黨

の
領
袖
た
ぅ
乂
旬

H

に
滿
た
ぬ
乍
ら
ぢ
兎
に

^ -

一
 

变

奈

務
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臣

Q
:r
子
を
占

&

た
閲
歷
も
^

た
ラ
ッ
サ
ァ
ル
を
し
て
彼
れ
を
敬
電
せ
し
む
る
所
以
で
办
つ 

た
.か

^

知
.れ
ぬ
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ッ
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は
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を
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に
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又
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ォ
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書
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批

評
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部
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o
r
t
r
e
m
f
c
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あ
る
が
稭
極
的
部
分
は

r

少
ぐ
も
猶

.

.

.

.

.

.

.
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_

 

で
あ
：る
；さ

I

い
.ふ

の
が
.總

評

で

あ

る

r

社
會
間
題
に
對
し
て
»
極
的
提
案
を
な

す
に
は
、未
だ
經
濟
學
の
發
：達が
餘
ぅ
に

「

幼
稚
で
あ

^:
,

^

彼
れ
は
考
へ
て
ゐ
れ
の
で
あ
る

「

而

か
も
ロ
ォ
ド
べ
ル
ト
ス
は
此
時
脒
に
社
會
問
題

.

解
決

0,

方
法
が

「

生
產

.
細
合
以
外
に
存
す
る

」

こ

:

:

を
.

言

：
つ

.
て

居

る
o
_
. 

ノ
 

..... 
‘
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「

貴
下
ヾ
は
之
を

1

產
龃
合
を
ニ
般
的
に
遂
行

I
,即
ち
忿
を
原
生
產
及
び
交
通
に
も
璐
張
丨
せ 

ん
ど
ハ
欲
し
、又

遂

行

し

な

け

れ

：：ば
：な

ら

ぬ

で

め

6

ぅ

^
。.
製
造
エ
業
は
於
て
生
產
組
合
に
鹜
本 

が
提
供
せ

.
&
る
、

V」

同
じ

i

M
雄

產

に

.於

f
は
、も

れ

u
： 

土〉

地
が
提
供
甘
ら
れ
ね

ば

な

&
 
t
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 ̂

■
.
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i

l

替
^

^

響
^

^

^

議
；

ち
一
切
の
土
地
所
有
者
の

.土
地
が
收
用
せ
ら
れ
你
ば

' な
ら
ぬ
で
あ
ら

5

0
此
思
思
は
其
自
體 

n
於
て
は
何
等
の
恐
る
べ
き
も
の
を
有
し
て
は
居
ら
ぬ

:0
個
々
の
場

&

に

«

て
は
仪
甩
は
魄 

に
行
は
れ
て
居
る

?

又
大
地
主

.は
今
日
脒
に
其
、土
地
を
監
理
人
を
し
て
經
營
せ
し
め
て
居
る
。
 

其
場
，合
此

S

理
人
が

ft
會
の
吏
員
た
る
や
否
や
は

«

態
を
變
へ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。

一

般
的

生
產 

鈕
合
の
困
難
、否
な
不
可
：能
は
、寧
：ろ
農
；業
上
^
業
上
商
業
上
の
各
經
營
が
一
々
小
立
憲
趦
業
目 

ミ

な
つ
て
、各

.勞
働
者
一
が
發
言
參
加
：

Q..

權
を

.有
す

.
奋
に

.
至
な

、J 

S
で
あ
る
。

0
々
が
飩
に
大
な 

る
立
憲
制
度
に
厭
き

■.て
居

.

.る
今
日
：
に
於
，
て
ば
，此

ぱ

恐

が

べ

ぎ
思
想
で
あ
る
。

㈣

民
的
生
產
は

. 

. 

• . ..................I....... ........ . 

,
 

.

脒
に
斯
る
機
關
の
鈍
重
の

-爲
め
衰
滅
せ
ざ
る
を
得
ぬ
で
あ

、
b 

5°
然
し
縱
令
個
々
の
各
組
合 

に

於

て

w【

f

の
精
神
が
行
は
れ
；て
も
、予
は
信
ず

る

•組

合
役
員
は
生
産
を
消
盤
に
適
應
せ
し 

む
る

こ

50 

.

.
に
於
て
今
日
の
企
業
家
；ょ

.̂
も

猶

ほ

劣
れ
る
こ

i
を

。—

而
し
て
注

.意
せ

&

れ
ょ
、
 

恐

«

の
^

題
は
賃
銀

0
;開
題
ざ
同
時
に
之
を
解
典
し
な
け

^

ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る

』

。

.

即

?>
ロ
ォ
ド

パ

\

ト
-ス
は
先
づ
親
律
ぎ
需
要

.に
‘對
す
：る
礅
库

.
■力
ミ
办
缺
乏

0

故
を
以
て 

坐
產
組
合
に
反
對
し
た
の
.で
あ
る

'0
越
え
て
三
月
十
で
日
、ロ：
ォ

K.
ベ
〃
ト
ス
は
ラ
ィ
•フチ
ヰ 

e
i於
む
る
獨
逸
勞
働
者
協
會
委

.員
，
.會
の

#
'
.に
'應

_じ，答

*

を

*

パ

て
.其

0 
M
を
開
陳
し

(

o

f
 

r

.

.

.

.
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ト
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wrlef. 

p
p 

d
a
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K
o
m
i
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e
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 .de's 

d
e
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sche

n 

A
rb
e
i
t
e
r
v
e
r
d
n
s

 

zu 

Leipzig,.I8
6
3
Y

 

そ
.
0

生
產

IB
へ口 ,

,

封
す
る 

反
對
葸
見
を

,；
^

其
中
：に：述

/べ
た
が
、ラ
ッ
サ
，

.ァ

\

は
勞
働
者
が
其
指
導
漭
間
に
騰
著
な
る
意
見 

'の
衝
突
あ
る
を
見
て
意
氣
阻
喪
せ
ん
こ

i

を「

恐
れ
、之
を
印
刷
公
聚
す
る
に
當
つ
て
、ロ
ォ

K;
ベ
 

ル
ト
ス

Q
T
I

又
予
は
予
が
生
產
.組
合
か
ら
も
か
た
社
會
問
題
の
解
決
な
る
も
の
に
對
す
る 

貢
献
を
蕺
末
も
期
待

.せ
ざ
る

.
こ
ど
を
反
禝
す
る
。

j

匕

い

ふ

「

句

を

削

除

せ

し

め

；、四
月
ニ
十
一
一 

.

Hpf
J

yr
節
は
其
事

'後
承
認
を

.求

:̂
て
届
る

.。

.
ラ
ッ
サ
ァ
ル
は
.生
產
組
へ
ロ
の
問
題
ニ
竭
し
て
次 

-

P
ォ
ド
ベ
グ
ト
ス
ふ
の
間
に
意
見
の

 

一
a：
を
見
る
に
至
ぅ
得
る
も
の
：ビ
豫
：期
し
て
居
る

.
9.
彼 

れ
は
ロ
ォ
ド
ベ

\

ト

ス
の
言
ふ
が

.如
ぐ
、生

,

組
合
が
農
檠
に
も

*

張
せ
ら
れ
、

K

斯
る
組
合
が 

『

小
.立
憲
產
樂
國

}
.ざ
な
る
ベ
き
こ
，ヾ

」

を
認
め
て
は
居
る
。：

_
_
rし
生
產
組
合
內
に
於
け
る
規
律
を 

保
，つ

.
こ
斧
は
必
し
冬
困

»

で
は
な
い
。

'『

勞
働
者

:̂
I

予
は
彼
等
を
十
年
の
共
同
生
活
に
依 

つ
.
.て
承
知
し
で
居
る

I

•
規

律

，
ど

，
權

威

マ

」

に
'堪
.：
へ.得
'る
.
も
の
で
あ
る

o

遺
慽
な
が
ら
：當
地
の 

日
曜

.日
の
不
而
目
な
る
會
議
の
示
す
が
如
く
、殆

，じ

あ

>
9過

ぎ
る
程
其
能
力
を
有
す
る
も
の
で 

あ
久
又

‘巴
里
及

'び
英
吉
，利

/の：現
存

_

合
は
、

®

に

K

の
光
輝
あ
る

®.
據
を
示
し

T
居
る
？
殆

Jr 

此
等
凡

' て
：
の

組

合

：
に

於

て

、
、
理

V

事
は
.經
：營

遂

行

に

；觀

し

.多
少
の
差
こ
そ

6

れ
、無
限

の

-權
限
を
有

し
て
居

A
/ 

■

-

需
要
に
對
す
名
適
應
能
カ
に
就
い
て
も
ラ
ッ
士
ァ
ダ
は
同
じ
く
樂
覜
し
て
居
る
。

「

此
_
は
 

予
の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、正

/
に
大
生
產
龃
合
に
ょ
つ
て
最
も
適
切
に
籽
は
れ
る

」
。
國
家
信 

用

9

援
助
を
受
け
る
生
產
組
合
が
久
し
か
ら
ず
し
て
一
生
產
部
門
全
體
を
-.!個
若
し
ぐ
は
極 

め
て
僅
少
な
る
生
產
組
合
に
結
合
す
る
に
至
る
ベ
さ
こ

i

は
疑
を

‘：容
れ
，

.ぬ
が
、「

其
場
合
に
は

㈣
 

の
部
門
，

®

合

は

自

己

：：の
：帳

：簿

に

：於

て

消

費

の

*

良
踯
計
報
告
を
有
す
べ
き
喾
で
あ
る
。

過

_
 

生
産
を
招
致
す
べ
き
競

.
#は、僅
に
外
國
か
ら
の
み
作
用
し
得
る

で

あ
ぐ
ら
ぅ
。

而
し
て
最
後
に 

其
，場
：合
過
剩
生
康
は
決
し
て
過
剩
生
產
で
な
く
て
、單
に
豫

.行
生
產
に
過
ぎ
ぬ
で
あ

£

ぅ
。
藍 

し
此
等

0

組
合
は
其
の
巨
大
な
る
資
本
等
を
以
て

.
す
れ
ば
、賣
却
を
餘
儀
な
ぐ
せ
ら
る
、
こ
ミ 

が
な
い
。
而
か
も

I

の
過
大
生
產
を

1

の
豫
珩
生
產
ょ
ぅ
過
剩
生
產
に
變
せ
し
む
る
も
の
は 

.此

I

事
あ
る
の
み
だ
か
ら
で
あ

る
」(
3
2
5
)

 ：

■

而
か
も
實
際
政
治
家
た
る
ラ
ッ
ナ
ァ
ル
は
、必
し
も
生
產
組
合
の
案
を
固
執
せ
す
、ロ
牙
ド
ベ 

V

ト
ス
に
し
て
癌
に
代
る
べ
き
良
案
を
示
す
な
ら
ば
、敢
て
其
救
用
を
辭
せ
ぬ

.
ミ
•

出
で
、
居

第
十
九̂

(
1

七
七
五)

.

f
y
サ
- r
/ v
w
 

a
 

f

x
; v

>

ス 

笫
十
ニ

號

 

六
洱



ノ
0
十
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卷

(..1

七七六

)

ラツサ

K

ル
-

w

 
ロオド

メ 

Vトス 

笫十ニ號

 

ム、山、

,,

;

る
o

ラ
ツ

ナ

ア
ダ
の
云
ふ
所
に
由
れ

ば
、彼
れ
は
理
論
上
最
も
完
全
な
る
も
の
ヾ
し
し
て
生
產

.tl 

.
:
合

^

猫
案

1

^
の：で

-«
!«
ぃ
;°
實

行

容

易

に

し

て

、勞
働
者
の
興
味
を
薄
く
に
炬
る
具
體
的

J 

案マ

」

し
て
之
を
提
議
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
ぁ
る
。

(
3
2
5
)

.
'、ロ
::
;
'ォド
，ベ
ル

K

ス
は

「
社
會
の
準
化
は
究
局
勞
働
者
を
資
本
家
及
び
地
主
ミ
な
す
こ
士
で
は 

な
ズ
て
土
地
及
び
資
本
所
有
を
塍
此
す
^
に
傾

く

」

も
の
マ

」

信
じ
て
席
る
。

而
し
て
彼
^
は
此 

命
題
の
，實
現
钱
個
人
企

*

Q
；

紐
合
企

"業
へ
の

©

形
ょ
り
も
今
日
の
工
業
狀
態
に

r

い
容
易
く

.

ば
方
善
ぐ
連
貉
す

^

も
の

」

>:
信
じ
て
居
る

(

3
.
200)

。
.
故
に

彼
れ

を
以
て
見
れ
ば
、ラ
ツ
サ
ア
ル
の 

提
案
は
歷
史
的
進
化
の
傾
向
を
助
成
せ
ず
し
て
、之
れ

K

逆
行
す
る
も
の
€
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ 

の
淹

^

0,0 

,ラ；ツ

r

'T
.ル
も
同
じ
く
資
本
及
び
土
地
所
有
が
廢
业
せ
ら
る
ベ
き
も
の
な
る
こ

i
s
を
信

^

.x
居
る
，。

±

地

.及
び

*

本
所
有
が
廢

JH
せ
ら

.る
ベ
き
も
の

U
る
，」

と、

-
1
是
は
王

:̂
v

矛
が
經
濟
學
的
思
索
を
な

^

に
：里

っ

て

ょ

り

以

來

:0
予

.0
見
解
の
中
.核
を
な
す
も
の
で 

::
:

:

J

V

:
貴
下
は
鸵
に

」

貴
下
：の
第
与
今
開
狀
の
終
り
に
於
て
も
之
を
言
明
し
て
罟

&

れ
、—

而

:

し
艽
疋
に
其
故
に

^

は
久

3

イ
深
ぐ
貴
下
に
傾
倒
し
て
居
る
の
で

„

ぁ
る
。

勿
論
未
だ
今
日
そ 

れ
金
民

.
衆

に

货

げ

て

は

な

ら

ぬ

し

、又

正

に

其

故

に

予

は

予

Q

小

册

子

'

に

於

て

大

に

h

J

£

を

避

:け
.ね

0
.
.で
.あ
る
ピ
併

.し
，乍

.ら

予

，は
、若
：し

も

鈕

'
,合
.の
爲
め

.0

國
家
.信

用

が

あ
、る
な
、

ら
ば
、是
次

-E 

.に

生

命

，の
' 
自
然

S

M

の
結

?

し
て
、西

年

乃

.至
：ニ百

S

令
五
吉
年

な

ら

す

LCす
る
も
一
に 

も
て
始
め

.

.て

は

あ

石

が

*

次
必
ず
其
處
に
導
か
な
け
れ
ば
な

£

ぬマ

」

て
そ
の
端
緖
た
る
も 

.

0
で
あ
る

」

0

月
廿
八
，

H.

附
書

®

「

國
家
補
助
を
以

て
す

る

龃
合

が
必
す
菩
々
の

共
に
欲
す
る 

M

艰
を
有
す
ベ

き

こ

マ」

は
、貴
下
も

之
を
爭
は
ぬ
.で

*

ら

J

S
月
二
日
附

)

o 

-

.

，口ォ
ド
ベ

f

ス
は
明
に
之
に
反

.對
：す
る
。

「

‘：
：貴
平
が

『

_
家
補
助
を
以
て
す
る
紐
合
が
匕 

す

S

々
6

共
に
欲
す
る
.結

*

を
有
す
べ
き
こ

,
bは、貴
下

:̂
之
を
爭
は
ぬ
で
あ
、ちぅ

」

ご
言
は
れ 

名
の

.
は
謬
つ

.
て
居
る
。.
予
は
そ
れ
を
斷
然
爭
ふ
名
の
で
ぉ
る

..
0
..
;
然
美
す
ん
ば
予
は
予
の

『

公
開 

狀』

ホ
に
自

.ら
そ
れ
に
對
す
る
一

.
般
的
疑
惧
を
表
明
む
な
か
つ
た
で
あ
，を

J

、五
月
九
日
®
。
口一
 

タ

ト

-
ぞ
ト
ム
は
資
本
及
び
土
地
私
有
な
洽
結
局
狀
態
に
到
達
す
る
爲
め
の
過
渡
期
の

.方

^
 

ざ：
し

て
は
勞
儆
收
益
の

僧

加

ざ
共
に

賃
銀
を
增

進

せ
.し

む
、ベき
方
法
を
工
風
す
ベ
き
も
の
で
、
 

勞
働
蕃
を
じ
て
興
在
の
ニ
企
藥
象
み
如
ら
利
潤
免
收
得
せ
し
む
る
の
方
法
を
講
ず
ベ
き
も
の
で 

は

々

ザ
F

い

：i
-

s觅

を
持
.？

ゐ

る(

I

I

か
I

れ

.は
ラ
ッ
テ
ァ

グ

に
凡
そ
次
の
如
く 

霄
«

ん

，
こ
$

を

獎

め

る

も

の

で

あ

：

4
?

:'
:
'
;日

ぐ

察

働#

階

：_

の

狀

德
.

の
：
改#
.

は

要

す

る

に

必

”
要

,'.
I

s

 

C
1

.
I

)

 

I

K

5

i

 

ベ
：

i
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f

l

 

六
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十If
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六
A

'

措
ぐ
卞
か
ら

W

S
も
の
で
あ
る
。
此

_

を
衍

is
に
は
大
體
ニ
の
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
。
何
れ

に
か
：じ
て

•
'勞
働
者
に
利
潤

‘と
地
代
と
に
參
加
せ
匕
む
，
か、又
は
賞
際
，賃
銀
を
必
婴
賃
銀
か
ら

、

_

切
き
離
し
て
自
然
賃
飯
即
ち

®

生
產
物
に

I

',
層
近
づ
け
ょ
戈
^
す

6:
か
の
何
れ
か
で
あ
る

9

予(

ラ
ッ
サ
ァ
が

)

は
第

.
1
:の

«

法
を

.
1

層
實
行
し
易
き
も
の

と

思
_
す
る
ギ
然
し
社
會
間
題
の

.
友
に
し
て
第
一
一
の
道
を
一
層
渉
み
易
き
も
の
ミ
思
惟
す
る
も
の

N

あ
る
こ
ミ
を
承
知
し
て
居

'

る
。
呑
々

?

ッ
戈
ァ
ダ
及
び
其
の
.ラ
ふ
ブ
チ
甘
の

ま
人

f

は
先
づ
'
普

雜

■

擧
の

.爲
め
.
に

努
力

•:
.せ
ん
マ

」

欲
す
る
も
の
で

|)
1る
か
ら

*此
雨
者
を
論
ず
る
に
は
猶
ほ
時
を
有
す
な

1ど(

3
4
5

)

。

:

ラ，ッ
サ
ァ
ル
は
猶
ほ
ロ

"
ォ
ド
べ
グ
ト
ス
に
服
せ

g
。
r

國
家
が

_

^

飴
め
は
低
利
に
て
、後に

,
無

®

に
一
-

提
供
す
る
資
本

.を
以
て
援
け
ら
る
、
組
合
が
此
効
果
{賃
銀
利
潤
利
子
の
別
を
消

_
減
'せ
し
む
る

)

を
鍥
げ
ぬ

:̂
い
'
ふ
こ
ど

.
を
貴

1?
が
如
何
に
し
て
言
ひ
得
る
&、予
は
了
解
に
拽
し

む
。
是
に
就
い
て
は
必
ず
貴
下
の
侧
か
予
の
側
か
に
誤
解
が
あ
る
に
違

a

な
い
。
斯
る
方
策

,

の
'實
行
可
能
性
に
就
い
て
は
議
論
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
然
し
そ
れ
が
實
行
せ
ら
れ
た
場
合
，

.

必
ず
此
効
锻
を
擧
ぐ
べ
き
こ
ち
こ
れ
は

-
”：
然
し
否
定
す
る
こ

y
j

が
出
來
ぬ
。
苦
し
も
國
家 

資
本
を
有
す
る
势
働
者
に
依

.
つ
て
、軍：純

S
る
賢
本
利

.，子
に
：
對

し

で

生

摩
が

行
は
れ
、勢
働
收
益

ば
勞
：働

#

の
間
に
分
配
せ
&
る

 >

 

な
ら
ば
、

S

{:
■
企
業
家

.刹
潤
は
廢
±
せ
ら
れ
る

4

又

蓊

し

.注
 

産
が
，無
償
資
本
を
以
て
-行
は
れ
る
な
ら
ば
資
本
利
子
も
亦
排
除
せ
ら
れ

W
、

資
本
所
有

«

貴
下 

ギ
此
頃
欲
求

せ
ら
れ
た
や
ぅ
に
.撤
廢
せ
ら
れ

る

の

：で

あ

る。

さ
れ
ば
何
れ
に
し
て

も

、
貴
下
■が
 

そ
机
が
實
行
せ
ら
れ
得
る

あ

の
せ
し

’又
實
行
せ
ら
れ
扣
も
の

^

し
て
、組
合
に
彼
の
効
粜
あ
る 

V

 

■き：こと
：を
容
認
せ
ち
れ
な
い
の
は
抑
も
何
故
で
あ
名
か
を
、何
卒
一
層
詳
し
ヾ
說
明
せ
ら
れ 

た
い

C

何
士
な
れ
ば
此
場
合
吾
々
の

I

方
が
必
す
相
手
方
を
誤
解
む
て
居
る
に
相
違
な
い
か 

ら
で
あ
る

(

五
月
十

.
1

日
附

-

. 

,

:
 

'

ロ
オ
ド
.ベ
ル
ト
ス
は
之
に
答
へ
る
爲
め
に

そ

の

キ
,

ヒ

マ
ン

宛
て
第
三
公
關
狀
か
ら
次

の 

一
句
を
引
；用
：す
る

.？

_

ぐ、「

否
な
、土
地
資
本
及
び
勞
働
生
產
物
は
分
業
開
袖
以
來
未
だ
曾
て
一 

度
も
勞
働
者
の
手
に
屬
し
た
こ
ど
が
な
か

.つ
た

i

间
欉
に
、將
來
卷
決

t

て
勞
働
者
の
手
に

®
 

む
て
は
な

6 

f

 

o此
故
に
彼
れ
は
結
辱
勞
働
者
を
資
本
，家

_ど
な
し
、
:±
雄
所
，有

#

S
な
し

、
?
 

タ
，
ァ

.^
の
生
產
組
合
に
於
て
行
は
芯
べ
き
が

.如

<
0斯
く
も
て
彼
等
に
勞

.働
收
益
を
悉

(
0 

*
敢
し
必
ん
ゼ
す
る
の
方
法

'？
:

H

.

斯

;:
(
.'L
>
て

勞
働
潘

U
:賃
子
を
歸
屬
せ
し
む
る
こ

ざ

%

#
 

た
場

^

勞
働
漭
は
勞
働
收
益

^

收
得
す
密
で
“

ネ
き
い
ふ
ぺ
ミ
が
假
ぅ
に
龙
し
い
ど
し
て

$

九

卷

(
一
.

七
.
七
九)

丨
ラ
ツ
サ
ア
^
ミ
ロ
オ
ぞ
べ
が
ト
ス
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號

J
0

尨

贫

れ

.
枝

改

別
®
.理
猶
如

：

各
實
行

.不
可
能
で
あ
る
が

)—

全
然
謬
れ
り
ど
な
す
も
の
で
あ
る

< 

資

本

-i
-
H地

rf
布

i:

は
、之を

>

*
に，
.

®び
勞
働
者
鈕
合
の
私
有
物

•た
ら
し
む
る
爲
め
、國
家
の
千 

.涉
に
依
つ
で
其
現
在
の

.
所
有
：者

’か

、ら

扭

ぎ

取

ら

.る 

'ベき
も
の
で

M

■&
.<
:

て
、彼
等
の
手

(

一
J

W年 

は
貴

^

i
亦

た

承

：認

，.せ

ら

る

.、

も
：の
が)

^

留
：％ 

.る

ベ

き

も

の

で

あ

ぅ

#

#

*
境

0
の
改
善
は 

實
際
賃

^

を
引
上
げ

.て
、之
を
自
然
賃
銀
，に
接
近
せ
し
む
る
の
方
針
に
於
て
行
は
.れ
な
け
れ
ば 

な

e

ぬ
i

s
丹
十
五

日
}:: 

•

i.
 

... 

• 

v\ 

. 

I

'
，、，
ラ

' 
ッ

サ
ナ

.ぺ
は

，今
や
勞
働
密

協
會
運
動
の
旋
渦
中
に
居
て
眠
食
の
時
も
惜
し
ま
る
、
身
で 

あ
つ
た
が
、

而

か
も
猶
ほ
ょ
ぐ
勉
勵
し
て

ロ

ォ
ダ

¥
水
ト
ス

.
ミ
此
理
論
問
題
を
討
論
し
た
。
併 

L

彼
れ

.の

rf
3f
の

a
.論

 ̂J
.

質
を

ir
A

く
こ

ぐ

は̂

r
ぐ

明
瞭
.と
な
つ
て

*

o

五
.

0
P
.

比

山

、

日

.
付
 

の
»

简
は
：日

‘ぐ「…

,
,

若
；：

し
土
地

資
本

及
び

勞
•働
生
產
物

が
勞
働

者

に

屬

す

る
な

ら
ば
、祉
會
問 

題
解
決

の
：：

到
成
あ
ぅ
得
：ざ
る
こ
ミ
は
、太
陽
の
如
く
:明
白
で
あ
る
。

勞
働
者
に
土
地
及
び
資
本 

01
利
用
が
委
せ
ら
れ

て
、勞
働
生
產
物
が
彼
れ

に

屬
す

る

時
に
も
亦
た
略
ぼ
阀

一
の.

結
果
が
生 

す

る
••
：'
其
場
合
、農
業
組
合

に
，
あ
つ
て
は
勞
働
者
は
其
勞
働
生

產

物
ょ

5

も
或
は
.多
て
成
は
少

,

{

を
.收
得
す
る
で

_

あ

^V
:

う

。

：

X

業
組
合

.に
あ
つ
て
は
彼
れ
は
，通
常
其
勞
働
收
益
よ
り
も
多
く

.

.

.

.

.

.を
收
得
す
る
で
あ

^

ヶ」

o
‘
其
故
彼
れ

.は

故

ら

に
社
會
間
題
の
解
決

^

い
ふ
言
葉
を
避
け
て
、單

に「

勞
働
階
級

.の

«

遇
改
善

」

>、

」

い
ふ
に

]1
:

め
た
の
で
あ
る
。

問
題
は
決
し
て

.理
論
的

K

則
ぬ
究 

局
的
解
決
に
は

11

せ
.す
し
て
铽
に

«

際
的
過
渡
；、方
策
：に
關
す
る
に
過
ぎ
ぬ
ノ
た

 

<「

»

決
が

1' 

次
組
合
一
に
依
つ
て

.
甄
、ら
さ

.れ
、又
馏

ぐ

べ

く
容
易
な
ら
し
め
&
れ
る

こ

ビ

は
，予
を
以
て
觉
れ

i'
、
 

爭
ふ

V

か
&
ざ
る
所
で
あ

—

る
j
-.
°

/

•

.

:

:

.

ロ
ォ
ド
べ
：ル
ト
ス
是
に
ヾ
應
へ
：て
日
ち

-土
地
.資
本
及
び
勞
働
生
產
物
が
勞
働
密
に
屬
す
る
摄 

合
に
は

『

社
會
間
題
の
，解
決

』

ぼ
今
迄
よ
り

s'
M

に
遠
ざ
か
る
で

あ

ら

う

。

地
方
的
生
奄
條
，
が 

.
M否
を
，異

に

す

る
こ

i

に
よ
つ
て
‘必
然
的
に
生
產
組
合
の
間
に
發
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
衝 

炎
を
如

「

何
に

•し
で
貴
：下
は
平
ら
げ
ん
：ミ
せ
ら

W

V;
か」

。
第
一
‘級
の
小
麥
地
に
於
け
る
農
業
細 

合
../、」

磽

«

な
る
裸
麥
.肌
に
於

'̂
を
農
.業組
合

V

の
間
の
、又
は
無
代
價
を
以
て
最
も

®

富
な
る 

:

水
力
，を
利
用
し
得
る

^

業
：生：歡

|龃
合
：
高
價
な
る
蒸
汽
滕
關
を

■備
へ
付
け
て
、遠
方
よ
う
其
雷 

:め

0
:右

：炭
/を
取
■寄
せ
，なけ

.れ

^

球
ら
: .
ぬ
本
零
生
產
組
合
士
の
間
の
衝
突
を
如
何
に

.し
て
.苹
ら 

.

げ
ん
士
す

’る
か
丨
勞
働
組
合
校
土
地
及
び
麵

^

.
第

屮

九

卷(

1
七
八.
1> 

I

サ
S
V
: 

ロ.
オV

ベt

ス
' 

第
十
二
怒 
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第
十
九
卷
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I

%
八
！1
ワ

|ラ
ツ
サ
ア
が
を
ロ
ナ
ド
ぺ
少
ト
ス 

第
十
二
號 

ヒ
ニ

に
屬
す
る

」

場
合
に
も
同

}
の
反
對
が
該
當
す
る
。
此
場
合
に
は
國
家
が
よ

.

好
き
地
方
的
地 

位
‘の
利
益
を
沒
收
す
る

こ
' 

ざ

に
依
つ
て
平
均
が
行
は
れ
得
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
。
併
し
自 

然
の
注
產
的
興
同
は
極
め
.，て
大
で
あ

&

J;
つ
社
會
的

_

係
は

8

め
て
不
利
な
る
事
情
の
下
に 

於
て
も
生
產
を
營
ま
ね
ば

.な
ら
ぬ
や
ぅ
に
形
成
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら

、
®

^「

比
变
的
有
利
の
地 

位
に
あ
る
龃
合
は
他
の

組

合

の
水

準

に
引
下
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

こ

ど
、
な
气
國
家
が
唯 

1

0
地
代
及
び
資
本
利
子
收
得
者
ミ
な
り
、賃
子
は

.
再
び
存
枉
す
る

」

こ
士
、
な
る
で

.あ

&
 

V

次

.に

農

業

勞#

者
.は
如
何
に
し
て

「

與
勞
働
生
康
物
上
り

も
或
は
多
ぐ
或
は

.
少
く
を
收
得
し
、エ

, .
:.

:

.

.

.

.

. 

. 

- 

.

.

.

.

.

.

.

 

. 

•
. 

. 

,

業
勞

#

«
は
如
何
に
し
て

「

通
常
其
勞
働
收
益
よ
ぅ
も
多
く
を
收
得
す
る

」

か
。

「

抑
も
勞
働
潘
が 

今
日

0
.に
何
時

«

6
 
S
も
造
り
出
す
所
の
一
切
の
も
の
は
、よ
し
其
手
に
は
歸
屬

せ

-f
'
ビ

も*依 

然
與
勞
働
生
產
物
又
は

.勞
侧
收
益
で
は
な
い
か
。
抑
も
如
何
な
る
場
合
に
於
て
彼
等
は

^

{>
>

、
鼉 

、
、

多
ぐ
ヌ
は
よ

&

少
く

*

し
ぐ
は
通
常
よ
&
多

く

」

を
收
得
す
べ
き
か
。
或
は
此
場
合
貴
下
は
魄 

，に
細
合
の

「

有
利
な
る
地
位
に
あ
る
も
の
；

i

不
利
な
る
地
位
に
あ
る
も
の
ぐ

」

の
間
の
平
均
を
念

頭
に
置

S

て
居
ら
れ
た

■か
。

.併
し
然

&

ば
第

j

に
、如
何
な
る
¥
均
方
法
を
貴
下
は
有
せ
ら
る 

、
か

.

jC

五
月

■ニ
十
九
日
附

)

o

,
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:へ 
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L
\
1

If
!
1

I

1
II
I

I
1

S
I
囊
讓I|
1
1
|I

1
議si
I
II
1姑
I

ラ
ッ
ナ
ァ
ル
の
說
明
に
よ
：れ
ば
、農
業
生
產
組
合
の
場
合
に
於
け
る
勞
働
生
產
物
よ
う

I

或
. 

は
多
ぐ
或
は
少
ぐ

」

ビ
い
ふ

『

多 

<」

は、即
ち
優

|1
な
る
土
地
を
耕
す
も
の
、
地
代
收
得
を
意
味
す 

る
も

0

で，，ある
。
.而
か
も
或
一
人
が
其
の
正
當
な
る
勞
働
生
產
物
よ
り
も
多
く
を
收
得
す
る 

な
、らば
、他
の

I

人
は
其
疋
當
な
る
殳
前
よ
う
も
少
く
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

r
ie
に
精 

L 

<言
へ
ば
、

チ

の
正
當
な
る
勞
働
生
產
物

(

社
會
問
題
の
究

局
的

解

双
の
意
味
に
於
け
る
、

1«
1

ち 

予
が
茲
に

「

よ
う
多
く
又
は
よ

k 

‘
少
く

」

ヾ

」

い
ふ
に
際
し
て

常

に

*

準
並
に
比
較
尺
度

ビ

し
て
假 

想

す
る

「

理
想

」

に
適
へ

.る)V」

は
何
ど
や
。
そ
れ
は
予
が
農
業
上
工
業
上
一
定
任
意
の
狀
態
の
下 

に
於
て
一
定

*

を
生
產
し
、別
の
一
人
は
よ
り
有
利
な
る
狀
態
の
下
に
於
て
同
一
勞
働
を
以
て

三
の
者
は
：

一

層
不
利
な
る
狀
態
の
下
に
同
一
勞
働
を
以
て
よ 

Q

伽
人
的
生
產
物
を

1

ふ
も
の
で
あ
る
か
。
決
し
て
さ
う
で 

_
«
會
的
生
產
カ
に
對
す

る

分
前
で
、予
の
勞
働
爆
の
全
社

#

:0
て

：
定

，
め

匕

る

。

5

も
の
で
あ
る

j

然
ら
ば

a

代
は
如
何
に
し 

極
め
で
簡
單
で
あ
る
。
そ
れ
は
最
下
級
の
耕
地
‘に
は
全
然
觸 

0:
土
：地

に

差

等

；を

設

け

て

，換

言

す

：.れ

ば

そ

の

'地
.カ

0
饞
茛
の

.ヲ
ツ
，サ
ァ
少
€ 
ロ.才
ド

ベ
/V
ト
メ 

第
.十1

一
號

よ
む
多
ぐ
を
生
產
し
、第 

を
生
產
す
る
場
合
の
予 

て
、予
の
，勞

働

生

.産
物
は 

悬
に
對
す
る
比
例
に
由 

廢
す
べ
き
か
。

-,
そ
れ
は 

で
、を
れ
•以
上
の
凡
ベ
て 

笫
十
九
卷

C
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七
八
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b
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く 

は
な
く 

の
勞
働 

て
之
を
：
 

れ
な
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度
に
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八
四)

ヲ
ッ
サ
ァ
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ロ
オ
r

ペ
ル
ト
メ
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第
卜
- :
號

七

四

じ
て

"

^
即
ち
差

' 等
の
：，全
額
丈
け
！

賦
課
せ

.
^
'
.
る
，、
地
租
に
依
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
^
地

粗
は
全
：

V

T
の
地
代
を
廢
す
る
、即
ち
之
を
國

.家
の

.率
に
移
し
て
、勞
働
漭

Q

手
に
は
均
一
な
る

實

r'
-
勢
征

.收
益

31
け
.
.を

^

す.̂,に
な

る
.

で

あ

，、
^

5

.°
^
-

-

-

斯

■る
■方
策

.は
今
日

.に

^

て
次

.

.不

1

泡

で、あ

ら

う

0

し

*'
T

は
國
家
が
耕
地
を
農
業
生
産
紐
合
の
手
に
交

.附
し
た

_

に
は
、如
可
に

そ
れ
が
容
易

w

な
う
、又
如
何
に
そ
れ
が
實
现
せ

.ら
る

，
ベ

き

か

を

認

め

&

れ

ぬ

か

。
•，.
■セ

の

楚

顧
.地
库
は
エ
業
生
產
勒
合
，が不
取
敢

 

'國
家
の
資
本
に
對
し
て
支
撇
ふ
べ
$
利
子
に
弋
る
で
あ

b-
う

：

，
，
此

ぉ

祖

は

£

業
勞
，侧
者
の

1

合
'が

±

地
の
交
附
に
對
し
て
國
家
に
鈉
附
す
ベ
き

^

(«

な

，る

で

あ

ら

.う
。

即

ち

或

^

は

全

ぐ

之

を

納

；め
ず
、他
の
‘
者

は

其

地

力

に

應

じ

て 

一n

 
ニ
、四
、五
、

或
は
十
、七
.十
を
鈉
め
る
や
う
に
す
る

0

で
；あ
る
。

農
業
勞
働
漭
鈕
合
は
疋
_

の
感
情
及
び
嫉

r

^
ヵ

:^
で
も
蒗

£
 
i 
r̂
rの
么

k
t

な
る
克
拂
方
法
を
歡

.迎
す
る
で
あ

&

う
。
-

-
-

-

-̂
國

家

は

敎

育

辱

询

,

^
其
'他

一

切

0

歲

出

を

'支

辨

す

：
べ

き

資

源

^

此
地
代
に
求
め
る
。
而
し
て

^

ぐ
す

^

は
何
人
も
地
代
を
收
得
す
る
こ
ビ

'が-な
く
な
る

.

か
、或
は
凡
ベ
て
の
人
が
均
等
に
地
代
を
收
得

す
ゾ

」

 ̂

(
な
る
：

!■
農
業

:̂
#

者
.の
1̂
產
組
合
は
全
然
開
拓
的
先
驅
的

性

質

を
有

し
、
*

次
必 

す
社
會
間
題
の
決
定
的
解
決
に
導
，ふ
に
相
遨
な
い

,-
，'

f
r理
比
エ
業
的
生
產
翁
合
に

.於
て

も
..同

:
1な
る
こ
ふ
は
言
を
俟
た
ぬ
。

.
凡
そ
ニ
三

‘十
.年
に
む

.て
一
都
市
の

4

生
-產
.部

內

全

體

は

一

注 

、

產

組

旮

に

..統
'..合
せ

ら
れ
、■

し
そ「

ぬ

*

が

M
重

嬰

雄

產

部

門

の

多

«

に

0
い

て

行

は

.れ

.る
や
否 

や、犯
的
中
間
商
業
は
.廢せ
ら
れ
て
販
賣
は
國
ま
ゝ
か
設
け
た
る
販
賣
所
に
於

て

營
嗳
れ
る
等
の 

辦
に
自
ら
硌
然
的
に
導
か
れ
は
せ
パ
ぬ
で
あ

e>
.
ぅ
が
 

>
 
此
故
に
ラ
ッ
サ
ア
ル
妓
國
家
に
發
す

る 

組
合
が
一
切
將
來
の
も

.
の
に
對
す
る

「

有
機
的
發
展
萠
ヰ

」

た
る

こヾ

」

を
杏
認
す
べ
き
理
曲
を
解

ぜ
ぬ
岑
い
ふ
の
で
あ

^

(

30\

1-
3) 

,

ぺ：併

し

ャ
ォ

ヤ

ベ

グ

ト
ス
は
賃
銀
も
利
測
も
地
代
も
皆
な
勞
働
生
康
物
な

(5
-
と
な
す
も
の
で

.

あ
る
か

••
&

勞
働
生

.產
物

「

ネ
ぅ
多
ィ
或
は
少
く

」

ぐ

j

い

4

こ

:i'
を
.承
認
し
な
い
。.，又
ラ
ッ
サ
ァ
ル 

は
國
家
を
し
て
地
代
を
收
得
せ
し
む

■る
こ
さ
に
依
て
地
方
的
生
*
條
件
の
異
同
を
平
均
し
ょ

.

.
う
ふ
す
る
も
の
で

^

.̂
が
國
家
に

-L
て
彼
れ

.の
言
ふ
が
如
ぐ
勞
働
者

•に

®

す
る
場
合
に
は
、礙

.

.

鼓
の
地
位

o

る
生

.產
鈕
合
は
必
ず
其
特
権
を
利
用
せ
ず
に
は
措
か

ぬ

で
あ
ら

5
0 

.

「

集
.合
’人
.，.

.

袼
は
個

_

人
ょ

.！
)

^

強
%

な
.

る
生
命

%

:«

す
る
と
同
欉

^

、又
こ

‘

れ)

ょ
‘ム
も
强

» 1
诗
刻
な

る

利
己

心
を
有
す

^

©

6

4

)

？ 

,
• 

• 
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-

•

.'
■
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ル
ド
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七
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ラ
ツ
サ
ァ
か
«
1
1す
ド
べ
ル
>
ス
. 

笫
十
ニ
敬 

七六

論
の
當
否
を
論
ず
る
に
至

4

:̂
め
た
。
い
ふ
迄
も
な
ぐ

^

ォ
、
.!
'
ベ

^
十

ス
は
煨
劣
等
地

.w
m
 

代
：：

i

f

ずy
レ

い
ふ

V

力
ル
ド
ォ
の
地
代
論
は

「

地
代
の
差
等
の
み

」

を
說
明
し
て

S

理」

を
說 

•明
せ
ず
ざ
い
ふ
あ
の
で
あ
る
が

(

拙
稿

「

較
差
地
代

.芯
絕
對
她
代

」

'本
誌
第
十
八
卷
第
丸
號
所
载

)

ラ
 

 ̂

 ̂

T 

^

は
之
に
反

.し
て
ッ
ヵ
ル
ド
ォ
の
现
論
は

^

日
に
取
つ
て
位
、單

K

地
代
の
差
等
其
者 

を
說
明
す

.る
の
み
な
、ちず
、一
般
に

JE
に
地
代
其
者
を
說
明
す
る

」

ヾ

」

0
ひ、口
ォ
ド
ベ
ル
ト
ス
が 

颇
る
說
明
に
努
め
た
最
劣

.等
地
の
她
代
は
ッ
ヵ
ル

r

ォ
に
從
へ
ば
她
代
で
紱
な
く
て
»
本
利 

燜
又
似
エ
業

_

澗
ど
糨
せ
ち
ゐ
ベ
き
も
仍

」

で
あ
る
か

&
、M

家
め

M 
M
決
も
て
相

W

立
し
雛
き
；
 

も
矽
で
は
な
い

V」

い
つ
た
。

ロ
呀
ド
ぺ

,
ト
ス
说
無
論
そ
れ
脅
释
認

4

な
い
の
で
あ
る
^
^
丨い

ゃ
て
生
產
龃
合

.が
架
む
て
や
が

T
資
本
及
び
土
地
所
有
の
廢
止

6
«

る

「

發
展
の
萠

f

る
 

ベ
.き

や

否

や

で

あ

る

が

，、ラ

マ

^
ナA

は
前
述
の
如
ズ

te
.に
各
生

.產
組
合
.に其
個
別
的
勞
働
收 

益
^

收
得
せ

t

め
な
い

で̂、之
を
成
標
：準
に
依
つ
て
社
會
全
體
に
分
配
し
ょ

5

ぷ
し
て
ゐ
る
の 

で
あ
る
か

^
，其
立
場
林

^

に
半
以
土
放
棄
せ
ち
れ
て

®

名

4

言

.つ
て
好
い
の
で
あ
る
。

ロ
ォ 

ド
ベ
ル
ト
ス
は
ラ
ッ
サ
ァ
が
最
後
の
書
簡
中
の
一

-
通
に
於
て

•
『

併
し
予

•が

0
0
の
爲
.め
の
資

本
の
生

^

組
合
に
屬

-せ
ん

ご

yj

を
欲
す
る
ざ

.は
V抑
：も
誰
れ
が
貴

.节

.に

.

げ
た
か

」

ミ
曾
ぶ
に
至 

つ
た

^
明
言
し
て
居
る
パ

^s
a
l
p
h

 

M
e
y
e
r

宛
て
一

八

七
一
一
年

‘五

月

一

一+

四
日
附
書
简
、

s

i

es'
, 

M

k

f
VO
1
9
, 

2
2
2

51
用)

。
此
文
言
は
今
囘

_

纂

.

.の

®

復

#

«
集
嗽
に
は
之
を
發
見
す
る
こ

くし 

が

®

來
ぬ
。：併
し
ロ
ォ
ド
ベ
ゲ
ト
ス

-■
が
®
據
な
ぐ
し
て
是
れ
程
の
明
言
を
な
す
べ
し
ミ
は
信 

せ
ら
れ
ぬ
か
ら
、此
書
简
は
紛
失
に
歸
し
た

V
 
0
f
る
の
外
あ
る

4-
い。
又
此
言
明
は
な
ぐ

i 

i

f

ッ
ザ

K
.

ル，
は

生

產

組

合

の

個
別
的

勞

働

全

收

權

の

承

認
ザ

ベ
か
ら
ざ
る
こ

r
は
、腕
に
之 

を
認
め
て
ゐ
尨
の
で
あ
る

9

-

坐
產
組
合

®

間
題
に
就

.い
て
は

'
フ
少
ず
ァ

w

は
ロ
亦
ド
べ
ル
ミ
办
問
に
意
見
の
本
質
的
相 

違
は
蒋
せ
ぬ

^
解
す
る
も
の
、
如
ぐ
で

あ
へ
b
、又
右
述
の
通
レ
結
屌
後
零
の
說
に
服
し
た

る
も 

.の

V
如
ぐ
で
あ
つ
ぬ
。
併
し
普
通
選
摩
の
間
題
/に
就
い
て
は
ー
フ

ダ

サ
ァ
ル
.は
毫
も

P-
ォ
ド
，ベ
 

ル
ト
ス
に
讓
歩
せ
ず
、兩
者
問
の
溝
渠
の
趁
ぇ
難
き

&

の
た

4
こ
あ
は
當
初
か
ら
明
瞭
で
あ
つ 

れ
。

U
ォ
ド
べ
グ
ト
ス
は
テ
ィ
プ
チ
^
勞
働
者
委
員
會
に
與
へ
紀
母
開
狀

.に
於
て
、普
通
選
擧 

は
必
し
も

' 勞
働
者

It
級
を
し
て
政
權
を
掌

®

せ
し
む
る

i

の
で
は

.な
い

o

ま
こ

S
に
傭

0
0
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ヲ-
ッ
サ
ア
ヶ

^
ロ-
ォ
ゼ
べ
^
ト

ス

^
t
l

' l
' 

uut\.

擧
は
或
目
的

'の
爲

■め
：
0 ，
手
段
に
外
ば
ら
ぬ
が
、此
爭
段
は

m
々
樣
.々
の

EI
的

I

實
に
«
離
な 

る
1£

反
對
の
目
的
；

.に
；供
用

"せ
.ら
れ
得
ベ

き

-&

の
な
る

こ

，、し
を

a

れ

て

は
a

ら

ぬ.「

貴
下
等
ば
此 

に
必
然
貴
不
等
が
揭
げ
た
る
目
標
に
導
く
に
相
違
な
き
手
段
を
有
す
る
も
の

i

破
信
す
る
か
。
 

予
k

vそ
れ
を
信
せ
：ぬ
^

」

言
つ
た
が
、四
月
十

3

日
附
ラ
ッ
サ
ァ
：
ル
宛
の
書
简
に
も
、彼
れ
は

「

貴

T 

が
普
通

0
0
法
を
社
會
間
題
中
に
投
じ
た
こ
ざ
を
實
行

±

の
誤

s

i:
認
め
る

」

ミ
袞
ひ
、又

「

六
月 

戰(53;

里
に
於
け
る

.
一八

.四
八
年
六

‘月
の
暴
動

)

に
於
て
社
會
間
題
を
殺
し
た
も

0
.は
，普
通

.
S
擧
. 

法
で
あ
つ
た
こ
ど
を

一

■考
せ
ら
れ
ょ

o
,究
屌
に
於
て
は
勿
論
兩
考
は
同

I

事
に
屬
す
る
。
併 

し
運
動
上
に
：於
て
は
さ
ぅ

•
で
な
い

0

若
し
貴
下
に
し
て
そ
れ
を
打
正
す
る
こ

€
が
出
來
る

な 

、b
,ば
.、社
會
間
題

.の
利
益
は
强
め

£

名
、
で
あ
ン

b
ぅ；
J
e
.言
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
れ
は
ラ
ッ
ナ
ア 

.ル
' 
に「

反
動
を
も
革
命
を
も
願
處
す
る
こ

€
な
：く
、社

會

間

題

.其

.者

0,
.み
を
取

.

.扱j

は
ん
こ

i

を

#
 

僅
し
た
の
で
あ
る
。

 

‘

併

し

ラ
ッ
サ

ァ

ル
に
取
つ
て
は
.、社
會
間

題
は

終
始
政

治
問
題
權
.力

間

題
た

る
も
の
で
あ
る
。
 

.彼
れ
は

.此
間

'題
に
於
て
は
當

恕
か
ら
ロ
ォ
ド
ベ
少
ト
ス
の
批
評
を
肯
ん
じ
な
い
。

彼
れ

は
い 

ふ「

普
羅
‘選へ
擧
法

な
ぐ
し

て、即

ち

吾
等

0 .
要
求
を

實
現

f
 4

ぎ
實
：行

±

.
0._-が

> 
P
な 

<
:
レ

'
 
f

一吾々
は：

1

の

#

學
々
派
又
は
一
宗
派
た
る
こ
ふ
は
得
や
ぅ
。
併

L

動
じ
て
一
政
黨
た
る
こ

ざ 

は
得
ぬ
。
故
に
予
の
見
る
所
で
は
、普
埤
選
舉
法
が
吾
々
の
耍
求
に
酈
す
る
こ
マ

」

は
猶
ほ
柄
の 

斧
に

«

す
る
が
如
き
も
の
で

'あ
：る

^

四
月
三

'十
：
2
附
書
簡

)

。

ロ
ォ
ド
ぺ
ル

ト

ス

は
革
命
に
盤
を
膦
け
て

®

ら
ぬ
？
彼
れ
は
ラ
ッ
サ
:ァ
ル
を
以
て
時
勢
の

.

. 

. 

. 

• 

_ 

.

.

.

.

.

.

 

.,

-

.

觀
察
を
誤
れ
る
も
の

‘ど
な
し
て
居
る
。
日
ぐ

「

歐
羅
巴
に
於
け

.る
革
命
諸
勢
力
は
今

H

十
年
前 

ネ

_
,
:も薄
弱

.泛

：
：
な

：
：
ヶ

、
離

：
散

：
し

：
て

7焊 

め
合
つ
て
居
る
。
而
し
で
こ 

れ
が
常
に
：

.鶄
撒
主

_
 

(
a
s
a
r
〖s
l

)

が
そ
れ
を
通
じ
て
世
に

®

れ
來
る
落
隙

.で
あ
る

」
(

五
月
九 

.F-
I
附)

。，「

併
し
今
諸

_

の
_

爭
を
貴

■下
が

®

び
獨
逸
に
於
て
如
何
に
し
で
祉
翁
問
題

.を
促
へ
た
，
 

か
を
考
藤
す
る
時
は
、該
撒
主
義
が
共
和
國
ょ

•
り
も
貴

.下
の
解

^

に
近
き
も
の
た
り
マ

」

の
意
見 

は
益
々

M

ぐ
せ

.：ら
れ

'ざ

る

を

得

ぬ」(.一

八

六

四

年

一

月

ニ

日

附

?
。

,j

然

，p
ば
，ラ
ッ
サ
ァ

y

の
運
動
を
歡
迎
し
て
、

「

勞
働
階
級
を

マ

Z
チ
エ
ス
タ
ァ
學
派
の

a

索

か
 

、b
解
放

す
る

'
爲

め
：
：
に

貴
下
が
立
た
れ
た

こ
と
は
眞
に
幸

.
と

す
ベ
き
事
で

あ
る

」

ビ
言
っ

た 

の
は(

十
月
十
九
日

附)

何
の
爲

め
で

あ
つ
た
か
。

そ

れ
は

ロ
ォ
ド
へ

ベ

ル
ト
ス
の
立
場

か

ら
見
れ 

.ば、結
局
.ラ

I
ッ
'
サ
ァ
，ぐ

0

運
動
に
依
つ
て
世
入
を

.社
會
間
題
の
重
避
な
：る
こ
と

W
、

自
由
主
義
の

第
^
九
卷
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1
七
八
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' 
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サ
ァ
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ド
.べ
^

>
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笫

十

ニ

號

排
棄
せ
ら
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
今
、
に

覺
醒
せ
し
む
る
こ

ミ

ぁ

る
が

爲
に
過
ぎ
ぬ
。

「

予 

は
此
の
今

日

の
勞
働
漭
運
動
を
差
し
當
り

a

衆
に
取
つ
て
の
大 

は
垂
然
敎
育
的
態

「

度
を
以
て
之
に

|臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
?
認

に彼終にあ實 
於れに政つ效 
てにロ治たを 
は怪ォ間か收 
彼訝ド題涔め 
れどベに想ん 
は; 苦ノン關像s
全痛トすにし

雛，て: 
く苦丨 
な處
い.せ 

懸 。る 
隔 ラ ラ 
甚ッッ 
しササ 
き ァァ 
こ )y ノレ
ミにに 
は取取 
漸つつ 
ぐてて 
餘もこ 
!>それ

る
意
見
の

芒巧
ロ を h
オ感の
ドせ、意
べし見
ノンめの
トた相 
スミ違 
の言斯 
來ふの 
援一如 
を八 ぐ 
斷 六 U 
念吗ら 
し年ん 
なニで
け月はにのがめな 
れ tこそ明ロ如るる 
ば茧の白ォ何も稽 
なつ豫にドにの古 
らて期なベ賴で時 
な居せつルうあ問

なるに 
き 0 しス

かるざた
つ

八
0 

に
於
て 

て、晋
々
 

0

前
の 

聲
援
で 

ビ
の
、殊 

彼
れ
も 

し
所

で

.
 

此
の
時

た
の
で

孫
江
一
一
氏
の
社
會
主
義

;

:;
:

;'
;

——

^

近
支
那

«

濟
思
.想

考

の

一

節

及

川

恒

忠

學
者
、蔡
：孑
民
氏
が
、李
拳
の
飜
譯
し
，た
る

.

T
h
o
l
s

 K
i
r
k
u
p

の
：Hi

st
ory 

o
f s

o
d
l

日
の

.
0
書『

克 

卡
換
氏
祉
會
主
義
：史

J

に
寄
せ
：
'た
序
：文

.

. 

:
.

西
洋
の
社
會

.
主
篯
は
今
ょ
リ
ニ
十
年

.
前
に
支
那

|:

輸
入
さ
れ

r:
。

一 

方
卩
め
て
.は
日
本
留
杂 

パ
‘

生
が
日
本
ょ
り

||
|

]
抜じ輸人し

、
■
 

_

迸の中に

『

近
世
社
拿
生

S

:
ミ
い
つ
た
や
ぅ
な

I

のがわる 

e

同
時

I-
他
方
に
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